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レス基板構造を実現した。その基板上に組成比を調整した PNN-PZT 膜を形成することで圧電定数-d31 は 163 
pm/V、目標以上の性能指数FOM=24.2 (pm/V)2を示す圧電膜を形成できることを実証した。 























第 7 章の「デバイス応用に関する研究」ではステンレス基板上に形成した鉛系の PNN-PZT 厚膜、非鉛系の
BT 厚膜を用いて振動発電デバイスを試作して発電特性の評価を行い、膜の性能指数に準じた発電性能を示すこ
とを確認した。実測した発電エネルギーからPNN-PZT膜では40 × 40 mm2の面積で振動発電を利用した無線リ
モコンスイッチに必要なエネルギーを発電できることが試算された。またステンレス基板上に形成した圧電膜の
発展的応用として、発電デバイス以外のデバイス応用について試作評価を行った。アクチュエータ応用としてス
テンレスチューブ表面に圧電膜を形成した超音波モータを、センサ応用として曲げセンサ、赤外線アレイセンサ
の試作評価を行いデバイス応用が可能なことを実証した。 
 
 
